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第６次豊川市総合計画改訂 基本計画第２章まちの構造 新旧対照表

改訂版（新） 策定版（旧） 修正理由 

９ページ 

◆ 地 域 特 性 を 捉 え た 土 地 利 用 の 方 向 性  

【 ゾ ー ン 】  

削 除  

 

 

 

〔 く ら し の ゾ ー ン 〕  

中 心 拠 点 や 地 域 拠 点 に 近 接 し 、 生 活 の 利 便 性 や 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ

が 持 続 で き る よ う 良 好 な 住 環 境 の 確 保 を 図 り 、 定 住 を 促 進 す る ゾ

ー ン で す 。  

 

３７ページ 

◆ 地 域 特 性 を 捉 え た 土 地 利 用 の 方 向 性  

【 ゾ ー ン 】  

〔 ま ち な か 居 住 ゾ ー ン 〕  

比 較 的 容 易 に 中 心 拠 点 や 地 域 拠 点 へ の ア ク セ ス が 可 能 で あ り 、 商

業 な ど の 都 市 機 能 が 集 積 し 、 住 環 境 が 整 っ て い る 定 住 を 促 進 す る

ゾ ー ン で す 。  

〔 く ら し の ゾ ー ン 〕  

周 辺 の 田 園 や 自 然 環 境 と 調 和 し た 住 環 境 や 沿 道 サ ー ビ ス の 向 上 を

図 る ゾ ー ン で す 。  

 

 

立地適正化計画において示さ

れた居住誘導区域の考え方に

あわせ、まちなか居住ゾーン

とくらしのゾーンを統合し、

居住誘導区域としての説明に

修正。 

１１ページ 

◆ 集 約 と 連 携 に よ る ま ち の 形 成  

【 集 約 に よ り 期 待 す る も の 】  

中 心 拠 点 や 地 域 拠 点 に は 、 こ れ ま で に 整 備 さ れ た 公 共 施 設 や 商

業 施 設 な ど が 集 積 し て い ま す 。 こ れ ら を 活 用 し 、 都 市 機 能 を 集 約

さ せ る と と も に 、 多 様 な 交 流 づ く り を 推 進 す る こ と で 、 ま ち の 利

便 性 や 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ 、 に ぎ わ い を 持 続 的 に 確 保 す る こ と が 可

能 と な り ま す 。  

 

３９ページ 

◆ 集 約 と 連 携 に よ る ま ち の 形 成  

【 集 約 に よ り 期 待 す る も の 】  

中 心 拠 点 や 地 域 拠 点 に は 、 こ れ ま で に 整 備 さ れ た 公 共 施 設 や 商

業 な ど の 都 市 機 能 が 集 積 し て い ま す 。 こ れ ら を 活 用 し 、 さ ら に 都

市 機 能 を 集 約 さ せ る こ と で 、 効 率 的 に ま ち の 利 便 性 を 高 め 、 維 持

す る こ と が 可 能 と な り ま す 。  

 

 

立地適正化計画において示さ

れた都市機能誘導区域の考え

方にあわせ、中心拠点や地域

拠点を都市機能誘導区域とし

て位置づける説明に修正。 
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改訂版（新） 策定版（旧） 修正理由 

１０ページ 

ま ち の 構 造 図  

 

３８ページ 

ま ち の 構 造 図  

 

①まちなか居住ゾーンとくら

しのゾーンを暮らしのゾーン

に統合。 

 

②策定中の都市計画マスター

プランの全体構想（将来都市

構造図）にあわせ、ものづく

りゾーンおよび新たな産業拠

点エリアを修正。  

 


